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一般社団法人 日本メディア英語学会 第１０回（通算第 62回）年次大会（オンライン開催） 

プログラム概要 

テーマ：Media English in a wider perspective：「メディア英語」の新展開 

10:10 
- 

10:15 
代表理事挨拶：相田洋明（大阪府立大学） 

10:15 
- 

11:15 

基調講演：「『叫び』としての言語」 

阿部公彦氏 （東京大学 文学部教授） 

司会：金井啓子 

11:30 
- 

12:30 
社員総会 

12:30 
- 

13:15 
昼休憩 

 リアルタイム A会場 リアルタイムＢ会場 オンデマンド会場 

（1）
13:15 

- 
13:45 

「ʻScope for Imagination’ 

- Anne of Green Gables 

における『想像力』のゆくえ」 

 

杉村寛子 （大阪電気通信大学） 

司会：工藤多恵 

「メディア英語に見る 
低頻度語の意味拡張」 

 
山本五郎 （法政大学） 

司会：中内啓太 

①「スラッシュ・リーディング活動におけ

るメディアとしての音声合成システムと単

語カードアプリ活用とその可能性」 

丸山真純（長崎大学） 

 

②「インド英字新聞における日本関連報道

と対日世論調査結果」 

井上みゆき（在チェンナイ日本領事館） 

 

③「理工系学部における英語による 

専門科目授業に関する質の保証と 

価値の最大化」 

永井正司（名古屋工業大学） 

 

④「大学での遠隔授業という枠組み 

におけるメディア英語授業のあり方 

についての一考察 

 --検定英語試験対策クラスにおける 

学習者の気づきを題材として— 」 

藤牧新（東海大学） 

 

⑤「日本人による英語議論に見られる 

伝達的特徴：Multiple media状況 

からの再検討」 

春木茂宏（近畿大学） 

 

 

 
（2）
14:00 

- 
14:30 

「中学校英語教科書における男女
の登場人物はどのように表象され

ているか 
-マルチモダリティに注目する-」 

 
稲永知世（佛教大学） 
司会：仲西恭子 

「パンデミックとインフォデミック： 
COVID-19の教訓」 

 
松下佳世（立教大学） 

井上未雪（ハフポスト日本版） 

司会：金井啓子 

 
（3）
14:45 

- 
15:15 

「日本人 EFL学習者の 
Argumentative writing skill 
向上に向けての授業実践報告」 

 
蔦田和美（関西外国語大学） 

司会：工藤多恵 

「字幕翻訳における翻訳技法と 
テクストの解釈的複雑さの 

関係について」 
 

染谷泰正 
（日本メディア英語学会 名誉会員） 

司会：南津佳広 



 

 
（4）
15:30 

- 
16:00 

「若者は何に魅せられて 
サスペンス、スリラー映画を 

みるのか」 
 

菊池尚代（青山学院大学） 
井口しおん（青山学院大学） 

司会：仲西恭子 

「付随的情報の重要な意味について 
- メディア英語研究の新しい研究領域の

提案」 
 

石上文正 
（日本メディア英語学会 名誉会員） 

司会：中内啓太 

⑥「映画メディアにおけるコード・ 

スイッチング —その機能と役割—」 

武藤輝昭（関西外国語大学） 

岡田広一（関西外国語大学） 

 
⑦「新型コロナウィルス感染拡大防止 

対策を促す資料のマルチモーダル分析」 

メディア英語談話分析研究分科会 

16:00 
- 

17:30 

オンライン懇親会 

代表理事挨拶︓ 相⽥洋明（⼤阪府⽴⼤学） 

賛助会員ミニシンポジウム：司会 吉原学 
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 [10:15−11:15 / 基調講演] 

「「叫び」としての言語」 
 

阿部 公彦氏（東京大学 文学教授） 

 

基調講演要旨： 

この数年、「日本人が英語をしゃべれない」ことがあらためて話題を集めてきたが、正確に

はこの問題は「日本人が」ではなく「日本語話者が
、、、、、、

オーラル英語で苦労する」と言い直され

るべきだろう。この言い換えをすれば、原因が日本語との違いにあるということに思いも及

ぶ。今回の講演では英文学研究の知見を取り入れながら、英語と日本語の違いを際立たせる

要素として「叫び」に注目し、日本語と英語の相性の問題を再考してみたい。 

 

 

■プロフィール：1966年生。横浜出身。東京

大学文学部卒。ケンブリッジ大学 PhD。東京大

学文学部教授。英米文学研究。文芸評論。著書

は『英詩のわかり方』、『英語文章読本』、『幼さ

という戦略』、『名作をいじる』、『史上最悪の英

語政策』など啓蒙書と、専門書は『モダンの近

似値』、『スローモーション考』、『文学を〈凝視

する〉』（サントリー学芸賞受賞）、『善意と悪意

の英文学史』など。マラマッド『魔法の樽 他

十二編』（岩波文庫）等の翻訳も。近刊に『理

想のリスニング』。 

HP：http://abemasahiko.my.coocan.jp/ 

 

 

 

 

http://abemasahiko.my.coocan.jp/
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［13:15－13:45 / A 会場 / リアルタイム研究発表］ 

 
ʻScope for Imaginationʼ—Anne of Green Gablesにおける「想像力」の
ゆくえ 
 

杉村 寛子（大阪電気通信大学） 
 
 

文字が主たる表現の媒体である文学作品を解釈する過程では、言うまでもなく、どのよ
うなことばが用いられ、それがどのような意味を持ち、機能しているのかを探ることは重要
な営為のひとつである。さらに、そのことばの持つ意味が時の流れとともに多少変遷してい
った場合、作者がそのことばをどのように咀嚼、受容し、自らの作品の中に取り込んでいる
のかということもまた注目に値する。 

ここでは、上述を踏まえ、Anne of Green Gables（以下、『赤毛のアン』）を読み直して
みたい。『赤毛のアン』の主人公 Anne（以下、アン）は、長口舌のなかでʼScope for 
imaginationʼ（想像の余地）や imagine ということばをくどいほど口にしている。そこで
「想像力」を本作品のキーワードとし、分析を試みる。とはいえ、「想像力」ということば
（延いては概念）そのものは、起源を古代にまで遡り、数々の哲学者や文学者がめいめい定
義を試みてきた、それなりの歴史を持ったものである。一体、この重層的な意味を帯びた「想
像力」ということばが、本作品ではどのようにアンという登場人物の特徴を示すものとして
使われているのであろうか。 

発表者はまず『赤毛のアン』全体を通して、「現実と異なる状況を思い浮かべる力」、「知
らないことについて自分なりに説明しようとする力」、「（ロマン派の流れを汲むと思われる）
自然と同化する力」、そして「物語を産み出す力」という、想像力に 4 つの働きが見られる
ことを指摘したい。その上で、この想像力がアンの成長に伴い、どのように変化するのか追
っていく。最後に、結末の一節を取り上げ、作者 L. M. Montgomery が描く「想像力」の
ゆくえを見定めたいと考える。 
 
参考文献 
Ahmansson, G. (2007). ʻLying and the Imagination .̓ Anne of Green Gables. Eds. Mary 

Henley Rubio and Elizabeth Waterston. New York: Norton, 370-81. In Ahmansson, 
G. (1991). ʻAnne Shirley .̓ A Life and Its Mirrors: A Feminist Reading of L. M. 
Montgomeryʼs Fiction, Volume I. Stockholm: Almquist and Wiksell International, 
102-114.  

Doody, M. E. (1997). ʻIntroduction .̓ The Annotated Anne of Green Gables. Eds. W. E. 
Barry, M. A. Doody and M. E. D. Jones. New York: Oxford University Press, 9-34. 

Gray, P. (2014). ʻ”Bloom in the Moonshine”: Imagination as Liberation in Anne of Green 
Gables .̓ Children's Literature, 42 (1), 169-196. 

Kegan, E. (1992). Imagination in Teaching and Learning. Chicago: The University of 
Chicago Press. 

Ledwell, J. and J. Mitchell. (Eds.). (2013). Anne Around the World: L. M. Montgomery 
and Her Classic. McGill-Queen's Press-MQUP. 

Rubio, M. (1975). ʻSatire, realism, and imagination in Anne of Green Gablesʼ. Canadian 
Children's Literature / Littérature canadienne pour la jeunesse, 27-36. 
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［13：15－13：45 / B 会場 / リアルタイム研究発表］ 

 

メディア英語に見る低頻度語の意味拡張 
 

山本 五郎（法政大学） 
 
 

単語が持つ多義性や意味拡張については，プロトタイプ理論（Rosch, 1975）や放射状
カテゴリーモデル（Lakoff, 1987）に基づいた議論が行われてきた。英語を対象とした意味
拡張の研究としては，特定の単語の意味の変化や多義性に焦点をあてた研究もおこなわれ
ているが，take, work, word のような多義性が広く受け入れられ高頻度に用いられる語を
取り上げたものや，英語と他の言語の比較分析を行っているものが多く，現代のマルチメデ
ィア社会において意味拡張を起こしている使用頻度の高くない英単語を取り上げている研
究は充分に行われていない。このような背景を踏まえて，今回の発表では，昨今のニュース
や新聞などのメディアにおける使用で意味拡張が認められる低頻度の英単語を取り上げ，
コーパス（WordBanksOnline, COCA）とメディア英語のデータを組み合わせて，その意味
拡張について分析する。 

本発表では，意味拡張が認められる単語のひとつとして snowflake を取り上げる。
snowflake は，一般語彙レベル（約 8,000 語）に含まれない低頻度語である。辞書で認め
られている語義を確認すると，例えば CALD では「空から降る小さくはかない雪のひとひ
ら（a small soft piece of frozen water that falls from the sky as snow）」のみとなっ
ており，これは LDOCE や OALD でも同様である。Wisdom など一部の辞書では白い花を
咲かせる「スズランスイセン」も語義として提示されているが，主だった EFL/ESL 辞書は
それ以外の派生義について触れていない。ところが，以下の例に示されるように，「雪片」
の意味として使われる（a）や「スズランスイセン」の（b）に加えて，近年の使用では（c）
や（d）のような興味深い意味拡張が見られる。 

(a) A snowflake is an aggregate of such ice crystals and may be several 
centimeters large. 

(b) 'Bristol Snowflake' is more harmonious and easier to use in the garden. 
(c) I hate to be the one to break the news to you here, champ, but you're not 

the unique snowflake that you think you are. 
(d) In American political internet discourse, you're either a snowflake or a 

broflake. 
本発表では，コーパスとメディア英語のデータを用いて，上記のような辞書では認めら

れていない派生義の意味及び派生義として用いられる場合のコロケーションなどに注目し
て snowflake の用法について明らかにするとともに，低頻度語の意味拡張や多義性の研究
に有効なメディアについても考察する。 

参考文献 

Lakoff, G. (1987). Women, fire, and dangerous things: what categories reveal about 
the mind. Chicago: University of Chicago Press. 

Rosch, E. (1975). Cognitive representations of semantic categories. Journal of 
Experimental Psychology: General, 104(3), 192-233. 
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［14：00－14：30 / A 会場 / リアルタイム研究発表］ 

 

中学校英語教科書における男女の登場人物はどのように表象されているか―マ
ルチモダリティに注目する― 

稲永 知世（佛教大学） 
 

 
本発表では、批判的ディスコース分析（critical discourse analysis, CDA）を理論的枠

組みとして、中学校英語教科書のマルチモーダルな特徴、つまり多記号的な特徴に注目して、
これらのテクストにおいて男女の登場人物がどのような人物として表象されているのかと
いうことを検証していく。 

学校教育においては、フォーマルなカリキュラムに加えて、「男性は仕事、女性は家事」
という性別役割分業に関する規範といった、ジェンダーに関わる隠れたカリキュラムが存
在すると言われている（木村，1999 など）。これまでの英語教科書研究では、英語教科書
が「女性を家庭の中に囲いこみ、将来への夢を纏足させるような記述を堂々と容認するダブ
ル・スタンダードな考え方」（伊藤，1999，p. 79）に基づいて作成されているといったこ
とが明らかにされてきた。本発表では、近年発行されている中学校英語教科書を分析対象と
し、これらの教科書では女性像と男性像に関する固定的なイメージがマルチモーダルなテ
クストを通じて読者に暗示されているのではないかという仮説に基づいて、これまでと同
じような隠れたカリキュラムが存在しているのか否かを議論していく。 

分析資料は、以下の平成 28 年度版中学校英語教科書である：COLOMBUS 21 English 
Course 1 ~ 3（光村図書出版株式会社）、NEW CROWN English Series 1 ~ 3（株式会社
三省堂）、NEW HORIZON English Course 1 ~ 3（東京書籍株式会社）、ONE WORLD 
English Course 1 ~ 3（教育出版株式会社）、SUNSHINE ENGLISH COURSE 1 ~ 3（開
隆堂出版株式会社）、そして TOTAL English 1 ~ 3（学校図書株式会社）。 

言語的特徴に関しては、Jones et al.（1997）に基づいて、登場人物のディスコース上
の役割（男女の話し手が会話を開始する頻度、男女のターンの数など）について検証する。
また、社会記号論（Kress & van Leeuwen (2006)）に基づいて、登場人物の配置、色使い
といった非言語的特徴についても分析および考察を行う。 
 

参考文献  

Jones, M. A., Kitetu, C., & Sunderland, J. (1997). Discourse roles, gender and 
language textbook dialogues: who learns from John and Sally? Gender and 
Education, 9 (4), pp. 469-490. 

Kress, G. & van Leeuwen, T. (2006). Reading Images: the Grammar of Visual Design 
(2nd ed.). London: Routledge. 

伊藤明美 (1999). 「英語教育とジェンダー：中学校の教科書を中心に」『藤女子大学・藤女
子短期大学紀要』36，pp. 61-83. 

木村涼子 (1999). 『学校文化とジェンダー』東京：勁草書房. 
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［14：00－14:30 / B 会場 / リアルタイム研究発表］ 

 
「パンデミックとインフォデミック：COVID-19の教訓」 
 

松下 佳世（立教大学） 
井上 未雪（ハフポスト日本版） 

 
2019 年 12 月に中国で最初の症例が発覚し、数ヶ月後にはパンデミック（世界的大流

行）を引き起こした新型コロナウイルス（COVID-19）。時を同じくして、正誤不明なもの
を含んだ情報の蔓延を指す「インフォデミック」という用語も広まった。元々はコロナ危機
前から存在していた言葉だが、世界保健機関（WHO）のテドロス事務局長が 2 月、「我々は
感染症だけではなく、『インフォデミック』とも戦っている」と言及。「フェイクニュースは、
ウイルスよりも速く、より簡単に拡散する」と警告したことで注目を集めた（WHO、2020）。 

危機に直面すると、人は情報を求める。今回のパンデミックのように、世界各地で同時
多発的に発生する事象については、海外のニュースに対する需要も高まる。情報の検証さえ
追いつかないほどの「需要過多」の状況にあって、報道する際の翻訳行為（ニュース翻訳）
に十分な時間と労力が割かれにくいことは想像に難くない。コロナ危機に際し、客観的な裏
付けの取れていない情報を流しているとして、マスメディアを非難する声が多くあがった
が、その一因は、海外のニュースを伝える際の訳し方にもあったのではないかと考えられる。
そこで、本発表では特に「ロックダウン」や「オーバーシュート」など、英語からそのまま
カタカナに音訳されたキーワードに焦点を当て、本来の文脈における使われ方と、日本で報
道された内容をテクスト分析によって比較する。 

また、近年では、人々の情報源がテレビや新聞といったマスメディアから、ソーシャル
メディアに急速に移行しつつあることが指摘されている（Reuters Institute、2020）。ソー
シャルメディアにおいては、情報の受け手自身が気軽に情報の送り手になれるという性質
上、時として全く検証のされていない情報でさえも流通させることが可能である
（Desjardins、2017）。実際、総務省が 6 月に発表した調査では、回答者 2,000 人のう
ち 57％がツイッター経由で COVID-19 の「フェイクニュース」に遭遇したと答えており
（総務省、2020）、インフォデミックが深刻化する原因の一つとなっている。 

そこで、本研究ではマスメディアの報じ方だけでなく、ソーシャルメディアにおける情
報の伝わり方も検証することで、現状におけるニュース翻訳の問題点を明らかにし、これか
らの時代においてニュース翻訳が果たすべき役割を考察する。 
 

参考文献 
Desjardins, R. (2017). Translation and social media: In theory, in training and in 

professional practice. London: Palgrave Macmillan 
Reuters Institute (2020). Digital news report. Retrieved from 

https://reutersinstitute.politics.ox.ac.uk/sites/default/files/2020-
06/DNR_2020_FINAL.pdf 

WHO (2020). Munich Security Conference. Retrieved from 
https://www.who.int/dg/speeches/detail/munich-security-conference 

総 務 省  (2020). 『 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 関 す る 情 報 流 通 調 査 』 . 
https://www.soumu.go.jp/main_content/000693295.pdf より情報取得． 
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［14:45-15:15 / A会場 / リアルタイム実践報告］ 

 

日本人 EFL学習者の Argumentative writing skill向上に向けての授業実践
報告 

蔦田 和美（関西外国語大学短期大学部） 
 
 

Argumentative writing（議論をするライティング）スキルの習得は、社会における英
語使用者として有用と思われる。しかし、日本の英語教育環境の下では、ライティングにお
ける意見の構築、明瞭姓よりも文法形式の「正確さ」が重視される傾向がある。ライティン
グにおける文法の重要性は多くの研究によって主張されており(Celce-Murcia, 1991; 
Hinkel, 2013; Rivers & Temperley, 1978)、特に英語と言語間距離の大きい日本語を母語
とする学習者にとって重要度は高いと考えられる。しかし、正確さが本来の目的である
argument つまり意見の構築、明瞭姓の質の向上に効果を与えているかを検証することも
同じく重要である。そこでこのような文法と argument の関係をこれまでの授業実践に基
づいて分析した結果、低から中程度の関係にとどまった。 
そこでこれらを背景として、argumentative writingスキル向上に向けて実施した単学

期の授業実践を報告する。具体的には、毎週４～５名の学生が、最新のニュースに関するプ
レゼンテーションを行い、各々のテーマについて発表者以外の全員が各々400 ワード程度
のコメントを書くというものである。すなわち、発表者の意見に賛成、反対を含めて、情報
収集をしつつ自分の意見を簡潔にまとめるという作業の連続である。そしてそれらのコメ
ントを argument の明瞭姓を評価するルーブリックに基づいて評価した。これらの毎週の
評価の推移を継時的にみるとともに、単学期前後に実施した 30 分の argumentative 
writingの評価も併せて検証した。 
結果として、毎週のコメントの評価は、平均しておおむねゆるやかな上昇を示し、また

単学期前後のプレ、ポストの argumentative writingの評価にも有意差が見られた。今回
の試みの意義は、ライティングの評価を argument の明瞭姓に基づくものとし、文法の正
確さへの過度の意識を抑えたこと、および毎週数人の学生が発表する社会的テーマについ
てクリティカルに考えるという意識を維持および向上させたことであると考える。またラ
イティングの頻度を高めたという点で、英語で argument をするという「経験値の蓄積」
に光を当てたと言える。教育的示唆としては、ライティング指導における「正確さ」指導の
重要性を踏まえた上で、英語で argument をするスキル育成に向けて教員の創意工夫を求
めたい。 
 

参考文献  

Celce-Murcia, M. (1991). Grammar pedagogy in second and foreign language 
teaching. TESOL Quarterly, 25(3), 459-480. 

Hinkel, E. (2013). Research findings on teaching grammar for academic writing. 
English Teaching, 68(4), 3-21. 

Rivers, W. M., & Temperley, M. S. (1978). A Practical guide to the teaching of English 
as a second or foreign language. New York: Oxford University Press. 
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［14:45－15:15 / B会場 / リアルタイム研究発表］ 

 

字幕翻訳における翻訳技法とテクストの解釈的複雑さの関係について 
 

染谷 泰正（日本メディア英語学会名誉会員） 
 
 
染谷 (2009) は、字幕翻訳の基本的な技法として直訳、削除、補足、換言（言い換え）

の４つを挙げ、その適用順序は「直訳→削除→補足→言い換え」であるとした（その後、「編
集調整」 という技法を加え、全部で５つの技法を挙げている）。実際の授業ではこの５つの
技法を起点として分析を進め、必要に応じて徐々に Gottlieb（1992）が掲げる 10 の訳出
ストラテジー（拡張・言い換え・転移・模倣・複写・変換・圧縮・簡素化・削除・放棄）等
を参考にしながら、各自必要に応じて訳出方略の細分化あるいは見直しを行っていくよう
に指導している。ただし、これまでの経験からすれば、Gottlieb の区分は詳細すぎて実際
の教育現場における有用性は低く、むしろ前述の５つでほぼ十分であることがわかってい
る。この５つの技法のうち、量的・質的に見て最も重要な技法は「削除」と「換言」であり、
ほとんどの字幕作品（英語から日本語への字幕）において、この２つで全体のおよそ 70％
を占める。さらに、「削除」と「換言」の相対的比率は、元のテクストの解釈的難易度（ま
たは複雑さ）を反映している。例えば The Wizard of Oz, Roman Holiday, Charade と
いう３つの作品の場合、その日本語字幕における「削除」と「換言」の相対的比率は以下の
通りであり、それぞれの英語原文の解釈的複雑さ（例えば、テクスト中の発話の多くが表意
レベルで成立しているか、それとも暗意・含意を込めた発話や比喩的な発話の比率が多いか
といった現象）をよく反映している。 

 
作品名 削除* 言い換え* 解釈的複雑さ 
The Wizard of Oz 47.1 22.9 低 
Roman Holiday 40.4 31.5 中 
Charade  30.8 43.3 高 

 
本発表では筆者の指導する字幕翻訳クラスにおける実践に基づき、上記３作品を例に取

り上げて、日本語字幕における「削除」と「言い換え」の相対的比率と元テクストの解釈的
複雑さの関係について議論するとともに、翻訳教育という観点から極めて重要なスキルで
あるところの「言い換え能力」――すなわち "Paraphrasing" の能力を訓練する方法とし
て導入している "Subtitle Editing Exercise" についても紹介する。 

 
参考文献  

Gottlieb, H. (1992). Subtitling: A new university discipline. In Dollerup et al. (Eds.) 
Teaching translation and interpreting. (pp.161-170). Amsterdam/Philadelphia: 
John Benjamins Publishing Company.  

染谷泰正 (2009).「大学における「字幕翻訳」授業のための指導モデル～理論と実践の両
面から」日本通訳翻訳学会第 10回大会研究発表（資料４：字幕翻訳の方法論） 

（＊単位は%） 



8 

［15：30－16：00 / A会場 / リアルタイム研究発表］ 

 

若者は何に魅せられてサスペンス、スリラー映画を見るのか 
 

菊池 尚代（青山学院大学） 
井口 しおん（青山学院大学） 

 
 
本発表では、今回は日本人にとって洋画は言語の壁を超えてストレス解消につながるの

だろうか、をテーマとする。カタルシス理論はメディアの影響の一つであり、社会学小事典
によると「劇的感動によって心が清められ、せいせいした気分になること」という意味だ。 
本調査では洋画のサスペンス、スリラー映画に焦点を置き、本理論の人に及ぼす影響につい
て、大学生 50人を対象として英語力、洋画を見る頻度、サスペンス映画の魅力についての
アンケート調査をした。シナリオ調査も行い、洋画の内容によって人の抱えるストレスに変
化があるのかを調査した。日本の社会で社会背景を言語の異なる洋画の理解がどの程度影
響しているのかの相関を図るため、回答者の英語力と普段、どの程度洋画を視聴しているの
かも、調査に加味した。回答者の英語力を平等にレベル分けするため文部科学省の提示する
各資格・検定試験と CFERとの対照表を用いた。ストレスの範囲を 0-10とし、シナリオを
映画の種類を『JOHN WICK』『DEADPOOL』などの自身の災難に対する復讐を達成させる
ものと主人公の報われない結末の映画という二種類の映画において、このシナリオの初め
のストレス度を 10とした時、２つの映画を見ることでストレスがどのように変化するのか
を比較した。 
  仮説としてサスペンスによるストレス発散の効果があり、ストレス社会を生きる現代の
若者にサスペンス映画、スリラー映画の需要がある、と考えられる。 この調査によって、
これからの洋画を制作する上でどのような需要があるのか、を考えることができる。 
  今回のアンケート回答者は CEFRの B1から C1で理解力のある学生であり洋画を見る際
に内容を把握することができているものと考えられる。 
アンケートから、洋画のサスペンス映画が好きである、と回答したものが 48%と、嫌いと
回答した者が 32%に対し、多いことがわかった。また、ストレス度の変化についての調査
において、主人公の報われる内容の映画とそうではない映画では、前者の方がストレス度が
0-2、後者が 7-9と、前者の「好き」と回答した学生の方が圧倒的にストレス度が下がった。
また英語力に比例して理解が高まり、カタルシス効果があることもわかった。一方、調査方
法としては回答者が限られていること、質問項目に偏りがあることなどの改善点も見つか
った。 

 

参考文献  

文部科学省(2018) 各資格・検定試験と CEFRとの対照表 
有斐閣(1982) 社会学小辞典 
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［15：30－16：00 / B会場 / リアルタイム研究発表］ 

 

付随的情報の重要な意味について―メディア英語研究の新しい研究領域の提案 
 

石上 文正（日本メディア英語学会 名誉会員） 
 
 
私たちは、メディアを通じて流れてくる情報のなかで、新しい情報に関心を向けるであ

ろう。この焦点が当たる情報を「中心的情報」としよう。しかし、メディアを通じて提供さ
れるすべてが、中心的情報というわけではない。中心的情報は、「付随的情報」によって支
えられている場合があるからである。この付随的情報は、中心的情報とはある意味で無関係
に、重要な機能をはたしている場合がある。本発表では、その重要な意味を示し、その研究
方法について提案する。なお、「付随的情報」は、試行的なネーミングで、今回扱う対象は、
おそらくその一般的な意味と異なる場合がある。 
付随的情報の典型的な例として、テレビの天気予報について考えてみよう。天気予報で

は、一般的に住んでいる地域の明日の天気に関する情報が重要であり、これが中心的情報で
あろう。つまり、「晴れ」なのか「雨」なのかに関する情報であろう。天気予報では、地域
の地図や日本全体の地図が示される。これらの地理情報が付随的情報である。おそらく、多
くの人はこれを「情報」とさえ考えていないではないだろうか。 
しかし、この地理情報は、ある意味で重要な情報である。大げさに言えば、それらの情

報が、「世界を維持・構成する情報である」場合があるからである。この日本全図によって、
私たちは日本の国土の形状が確認でき、自分が日本に住んでいることも確認できる。さらに
天気予報の説明は日本語で行われ、それが理解できるので、自分自身の母語も確認できる。
このように、付随的情報が、日々、繰り返されて報じられることによって、日本の「国土」
と自分自身が「日本人」であるというアイデンティティを、日々、無意識のうちに確認して
いることになる。このことによって「日本」と「日本人」のアイデンティティが維持される。
つまり、日本社会・国民が、「想像の共同体」として維持される。維持されるということは、
新たに「日本」と「日本人」を再生し構成すると言い換えてもよいであろう。なぜなら、維
持されなかったなら、消えてしまうからである。消えてなくならないように構成しなければ
ならないのである。この「繰り返し」という行為こそが、重要である。 
今回の発表では、社会学者のバーガーとルックマン(2003)に依拠して、世界の維持・構

成についての理論を概観する。とくに、「正当化」、「繰り返し」、「会話」、「意味ある他者」、
「象徴的世界」という概念に注目する。そして、メディア英語研究として、「付随的情報」
を用いて、「世界を維持・構成する情報」に関する研究をいかに具体的に行うかを、英文お
よび日本語メディアを用いて、提案を行う。具体的には、天気予報、バラエティー、スポー
ツ、台風とハリケーン、死亡欄、新聞、大統領就任演説等について考察する。 

 

参考文献 

バーガーとルックマン(2003)(山口節郎訳).『現実の社会的構成――知識社会学論考』新曜
社. 
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［オンデマンド実践報告］ 

 

スラッシュ・リーディング活動におけるメディアとしての音声合成システムと
単語カードアプリ活用とその可能性 
 

丸山 真純（長崎大学） 
 
 
本発表は、発表者が教養英語科目で実践したスラッシュ・リーディング（サイト・トラ

ンスレーション）活動における、(1)音声合成システムと(2)単語カードアプリ“Quizlet”を
活用した一連の実践について報告する。 
発表者が 2020 年度前期に担当した医療系新入生向けの教養英語科目（受講生 30 名）

は、医療系の入門用教科書の各 Unitの比較的平易で短め（180~200語）のリーディング・
パッセージをスラッシュ・リーディングする活動とそれを音読したものを録音して提出す
る活動をその中心に据えた（授業は学期を通じて、オンデマンド方式で行われることとなっ
た）。教科書は通常のリーディング・パッセージを朗読した音声ファイルのみで、スラッシ
ュ・リーディングのためのポーズ（無音部分）が挿入されたものはなかった。そのため、ス
ラッシュ・リーディングのモデルとなるように、SSML（Speech Synthesis Makeup 
Language）言語を用いて無音部分を構築し、音声合成システムにて、スラッシュ朗読音声
を作成した（丸山・鈴木, 2020）。そのスラッシュ朗読音声を通常の朗読音声ファイルとと
もに受講生に聞いてもらい、受講生のスラッシュ・リーディングや音読の参考にしてもらう
こととした。 
さらに、受講生がスラッシュごとに日本語訳を参照できるようにするため、単語カード

アプリである Quizletを利用した。このアプリは単語学習機能のみならず、音声合成によっ
て読み上げさせることができる。したがって、スラッシュごとにカードを作成し、自動再生
させることで、英語フレーズのまとまり、次に、スラッシュ訳の順で読み上げさせることが
できる。それにより、通学時などに、スラッシュ・リーディング活動の一助としてもらった。
また、このアプリは 2 名一組でのサイト・トランスレーション活動に利用できるとも考え
る（当該学期は対面での授業が不可能であったため実施できなかった）。 
また、学期前半の数回は教員がこれらの教材を自ら準備し、スラッシュの入れ方のコツ

を理解してもらった後、学期半ばからは受講生自身でスラッシュを入れてもらい、スラッシ
ュ例を後から送信して自分のスラッシュの位置などを確認してもらった。これらを活用し
て、スラッシュ音読する課題を毎回課した。 
発表では、受講生からのフィードバック結果（概ね好意的評価であった）を紹介しなが

ら、実践方法を実演を交えて詳しく報告する。そして、それらをふまえ、さらなるリーディ
ング実践活動への考察を行う。 

 

参考文献  

丸山真純・鈴木斉. (2020). 音声合成システム Google Cloud Text to Speechを利用した
スラッシュ・リーディング／リスニングのための英語音声教材作成方法について.  『長
崎大学経済学部研究年報』 第 36巻, 113-124. 
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［オンデマンド研究発表］ 

 

インド英字新聞における日本関連報道と対日世論調査結果 
 

井上 みゆき（在チェンナイ総領事館） 
 
 
インドは世界有数の親日大国であり、日本人や日本製品に対する信頼は非常に高い（大木, 

2015）。対日世論調査の結果においても、日本に対する好感度の高さが示されている。2019
年の調査結果では、インドにとっての重要なパートナーとして日本が 1 位に選ばれている
（外務省, 2019）。また、日本との関係を「非常に良好」または「良好」と認識するインド
人の割合は 95%を越え、日本に対するイメージが好意的であることがわかる。本研究では、
インドの新聞における日本関連記事を対象として内容分析を行い，対日世論調査の結果と
新聞報道に類似性が見られるかどうかを考察する。 
国際的な事象に関する報道は、世論を形成する直接的または大きな要因になる

（Shoemaker & Reese, 1996）。インドの新聞発行部数は増加傾向にあり、人々の信頼度
も高く、新聞はその他メディアの中でもインド社会に対する影響力は大きい（Khanduri, 
2019）。そのため本研究では、対日世論形成において大きな役割を担っていると考えられる
新聞を分析対象に、インド人の日本に対する非常に高い好感度と信頼が、新聞報道にも現れ
ているかを検証する。世論調査で示された対日意識と新聞報道に類似性がみられる場合、ど
のような内容であるかを確認する。 
アメリカや東アジア諸国のメディアにおける日本関連報道の研究はみられるが、インド

は研究の対象とされず、また日本のインドに対する関心自体も低い傾向にあった。しかし、
インドの経済発展にともない国際社会での存在感が高まっており、日本が重視すべき関係
国の一つであり、日本関連の報道傾向を明らかにすることは意義がある。 
内容分析の対象は英字新聞の中で発行部数が最も多い Times of Indiaとそれに続いて多

い The Hinduである。2019年 7月から 2020年 6月までの１年間の日本関連記事につい
て、記事量、記事のジャンル、日本に対する態度、記事で関連する国、引用の対象の５項目
から分析を行い、報道傾向と世論調査の結果を比較する。 
 

参考文献  
Khanduri, S. (2019). Analyzing relationship between innovation strategies and 

performance of newspaper firms in north and central India. Media Watch, 10(3), 
pp.614-627.  

Shoemaker, P. J., & Reese, S. D. (1996). Mediating the message : Theories of 
influences on mass media content (2nd ed.). White Plains, NY: Longman. 

大木俊二（2015）「2014 『INDIA ESSEN』出席報告」,『溶接学会誌』84(2), pp.139-
144. 

外務省（ 2019）「海外における対日世論調査令和元年度インド詳細結果」
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100023106.pdf（2020 年 9 月 30 日最終ア
クセス） 
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［オンデマンド研究発表］ 

 

理⼯系学部における英語による専門科目授業に関する質の保証と価値の最⼤化 
 

永井 正司（名古屋工業大学） 
 
 
理工系学部においては、専門科目授業を英語でおこなう（EMI、English as a Medium of 

Instruction）割合が高まりつつある。しかしながら、理工系専門科目を教える日本人教員
および日本人学生には、英語による授業に不慣れであったり、英語力に不安をかかえていた
りする者も多く、EMIに関する「質の保証」が喫緊の課題である。「質の保証」を実現する
には、多くの要因が関与するが、日本人教員や学生の英語能力や負担を考慮することなく、
「あれも大事、これも大事」と高いハードルを設定して、現場に混乱が生じている場合が多
い。本発表では、EMIの「質の保証」に直結する「授業理解度」を向上させつつ、EMI実施
にかかる英語能力についての負担を下げる方策を導入することによって、過大な負担を生
じさせることなく、新たな価値を創出することを論じる。具体的には、次の３つを検討する。 

 
Q１：現状の EMIから、取り除いたり、思い切り減らすべき要素は何か。 
Q２：今後の EMIにおいて、大胆に増やすべき要素は何か。 
Q３:これまで提供されていない、今後付け加えるべき要素は何か。 
 
上記に関して、発表者がおこなった調査や検討から、以下のような方策を提案する 
 
Q1：ネイティブ英語が規範でなければならないとする教員・学生の意識や文法などの   

正確性への過度なこだわり。 
 
Q２：「相互理解度の高い英語能力」を追求するための ELF（共通語としての英語、English 

as a Lingua Franca）の考え方。たとえば、ELFの共通核（典型的･中核的用法の多用、周
辺的･重複的用法の脱落、簡略化その他）の解明・応用。 

 
Q3 : 「授業の質（授業理解度）」「ELF（共通語としての英語）」間の因果関係、相互作

用、時間展開のメカニズムを解明したうえで、新たな EMIを構築すること。なぜなら、ELF
のスキルが授業理解度の向上に不可欠であったり、逆に、授業理解度が進めば、ELFのスキ
ルに好影響を及ぼすなど、いろいろな共変関係（Aと Bが連動する）、時間的先行性（Aが
Bに先行しておこる）があり得るからである。 

 
上記の考察によって、EMI の取り組みに関する既存の考え方にとらわれることなく、取

り組み自体を刷新して、授業の価値を最大化することについて論じたい。 
 

参考文献  
永井正司(2018). 英語による工学教育を支える言語基盤の新たな構築 
    『工学教育研究講演会講演論文集 2018』（日本工学教育協会）  
 
 



13 

［オンデマンド実践報告］ 

 

大学での遠隔授業という枠組みにおけるメディア英語授業のあり方についての
一考察--検定英語試験対策クラスにおける学習者の気づきを題材として— 

 
藤牧 新（東海大学国際教育センター） 

 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、本年度は、日本全国の大学において広範囲に

遠隔授業が実施されている。本学においても、一部の授業を除いて、原則的には遠隔授業が
展開されており、教員・学習者の双方において、この種の授業は初めて経験する教育形態で
あり、まさに試行錯誤の連続であるといっても過言ではない。 
我が国の大学における英語教育を考える時、このような社会状況ではありながら、学習

者の英語の総合的運用能力の向上への意識は、さらなる高まりを見せていると常々感じる
ことが多い。中でも、社会からの要請に応えるために、TOEIC、英検などを初めとする英語
検定試験においてより高得点の取得を目指すという喫緊の学習目標に合致した科目に履修
者が多く集まるという傾向があるようである。他方、これらの科目の学習者の履修動機を授
業開始時の無記名アンケートを通じて精査してみると、「英字新聞を読んでみたい」、「英語
でのプレゼンテーション能力を向上させたい」、「映画を字幕なしで見てみたい」、「日本と諸
外国の文化の相違をより深く学んでみたい」、「中学・高校までで習得した英語の文法、語法
をより英文読解力の伸長に役立つように実践的な方法でまとめ直してみたい」等々、かなり
な多様性を帯びていることがわかる。これらの中でも、メディア英語学習への学習者の興
味・関心の強さは、特筆に値する。これは、特に遠隔授業という学習環境において、学習者
の履修動機を満たすような授業展開を考える上で、重視すべき点であると考える。この点に
鑑み、発表者は、TOEIC 対策クラスにおいて、純粋なる試験対策を行いつつも、学習者の
動機分析に依拠した、active learningを取り入れた授業展開を立案・試行してきた。 
以上から、本発表においては、遠隔授業の特徴を俯瞰した上で、本年度のクラスにおけ

る様々な試みに分析・考察を加えたものを紹介したい。具体的には、学習者の遠隔授業への
意識の変遷、それらが学習者の総合的英語運用能力向上へのより強い動機付けに与える影
響、学習者のメディア英語への関心をさらに促しつつ、効果的な学習成果が期待される具体
的な方法についての実践的な取り組み等について詳述したいと考えている。 
 
 
参考文献  
酒井博之（2007）「京都大学における ICT を活用した FD 実践の取り組み―「遠隔連携ゼ

ミ」と「Web公開授業」 」 『メディア教育研究』 第 4巻 第 1号 Journal of Multimedia 
Aided Education Research 2007, Vol. 4, No. 1, (pp.41－51). 

坂本 晶子，山本 幹雄，山崎 恵里, 大高下さゆり，佐野（藤田）眞理子，吉原 正治, （2017）
「大学における合理的配慮のための遠隔要約筆記支援の現状と課題総合保健科学」『広
島大学保健管理センター研究論文集』 Vol. 33, 2017, (pp.71-76). 
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［オンデマンド研究発表］ 

 

日本人による英語議論に見られる伝達的特徴：Multiple media状況からの再検討 
 

春木 茂宏（近畿大学） 
 
 
本発表では、LEGO®社が開発した LEGO® Serious Play®（LSP）というメソッドを用

いて英語で国際的課題を議論するデータを対象に会話分析および相互行為的社会言語学の
枠組みからの分析を行う。LSP では自分の考えをブロックで組み立てたモデルを示しなが
ら考えを言葉で説明する。つまり、自分の思考がモデルと音声言語の二つのメディアによっ
て伝達されるmultiple media状況（mm状況）が発生している。このmm状況は「モデ
ルにより思考が物理的に外在化され可視化される」という音声言語コミュニケーションに
は見られない特性を生み出す。対象データを観察すると、この特性は話し手と聞き手に対し
て複数の効果や影響を作り出していることがわかる。 
話し手への効果とそれによる影響は 3つある。(1a)思考が外在化されているため伝えた

いメッセージがあること（情報意図）が他の参加者全員に認知される。そして思考が可視化
されているため伝達意図があることを他の参加者が認知できる。(1b)この効果により全員
の発言権が確保される。音声言語伝達では、考えはあっても黙ってしまえば発言機会を失う
が、そういうことはない。(2a)思考の外在化により考えながら外国語を話す際の負担（処理
労力や認知資源）が軽減される。これと同時に英語使用に処理労力（認知資源）を割り当て
ることができる。(2b)これにより、伝達する発話量が増え伝えられる内容も多くなる。他方、
(3a)否定的効果もあり、自分の思考が不十分である時はモデルの作成が不十分になる。(3b)
思考の不十分さが視覚的に認知され、かえって議論に参加することが難しくなる。 
次に聞き手側への効果とそれによる影響を見てみる。(4a)聞き手の理解を容易にし促進

させる。(4b)その結果、聞き手である他の参加者の理解が進み議論が活性化する。ある事例
では、他の参加者の理解のタイミングが重なり共感的雰囲気が現れていた。 
最後に、相互行為的観点での効果とそれによる影響を示す。(5a)ある話し手が自信のモ

デルを説明している際に、他の参加者が説明されていない部分を指差し質問を行う。(5b)こ
のように他者との相互行為を引き出し理解が促進され、議論や意見共有が進む。 
これらを通して、日本人が議論の場でなかなか発言できない、発言する人が固定化する

という伝達的特徴を再検討することができる。それは、「情報意図」を明確に示さない点で
あると言える。思考を外在化するモデルは「情報意図」の存在を物理的に示すが、音声言語
伝達では、発言者としての（非）言語的行動を起こさなければならない。しかし、文化的・
心理的要因によりそれができないコミュニケーション環境におかれていると考えらえる。 

参考文献 

Dunn, R., Adamson, C., and T. Thorpe. (2017). Using LEGO® Serious Play® to 
Foster Communication in Intercultural English Problem-Solving Discussions. 
Journal of International Studies, 2, 41-54. 

Sperber, D. and D. Wilson. (1986, 1995). Relevance: Communication and Cognition. 
(2nd edition). Oxford: Blackwell. 
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［オンデマンド研究発表］ 

 

映画メディアにおけるコード・スイッチング―その機能と役割― 
 

武藤 輝昭（関西外国語大学）・岡田 広一（関西外国語大学） 
 
 
コード・スイッチングとは、一人の話者が場面や状況に応じて少なくとも二つのコード

（言語または言語変種（方言））を交互に切り替えながら話す行為であり、多言語社会でし
ばしば見られる現象である。グローバル化が急速に進んでいる現代社会では、複数の言語が
混在して使用される場面が少なくなく、グローバルな視点で活躍する人材には今後そのよ
うな状況においても多言語話者の意図を適切に汲み取る能力が求められつつある。こうし
たことから、コード・スイッチングのもつ社会的・心理的側面を明らかにしようと試みる研
究が数多くなされている（Myers-Scotton (1993)、東 (2009)、Ritchie & Bhatia (2013)
など）。本発表は、英語と他言語の切り替えが認められる映画メディアをいくつか取り上げ、
多言語話者が何故コードを切り替えるのか、またコードが切り替えられた際にはどのよう
なニュアンスが込められているのかなど、コード・スイッチングの機能と役割を明らかにす
ることを目的としている。具体的には、アメリカ東部のアーミッシュの村を描いたアメリカ
映画Witness (1985)、スペインの人々とアメリカ人旅行者との交流を描いたアメリカ・ス
ペイン映画 Vicky Cristina Barcelona (2008)、アメリカのヒスパニック社会を描いたアメ
リカ映画 Spanglish (2004)、現代香港の日常を描いた香港映画『重慶森林』(1994)、第二
次大戦時強制収容下の日系アメリカ人を描いたアメリカ映画 American Pastime (2007)と
いったさまざまな作品に焦点を当て、これらの中からコード・スイッチングが認められる箇
所を取り上げ、その機能や役割を考察していくこととする。その結果、コード・スイッチン
グには、作品の舞台や言語の組み合わせといった枠組みを越え、「連帯」「疎外」「適応」「奔
出」といったさまざまな社会的・心理的機能が認められ、人と人との結び付きを強めること、
あるいは反対に他者との関係性を希釈することのどちらの役割も果たし得るということを
論じていきたい。 
 

参考文献 

Myers-Scotton, C. (1993). Social Motivations for Codeswitching: Evidence from 
Africa.  Oxford: Clarendon. 

Ritchie, W. C. & Bhatia, T. K. (2013). Social and Psychological Factors in Language 
Mixing.  In T. K. Bhatia & W. C. Ritchie (Eds.), The Handbook of Bilingualism 
and Multilingualism. 2nd ed. (pp. 375-390). Chichester, West Sussex: Wiley 
Blackwell. 

東照二 (2009). 『人を惹きつける「ことば戦略」―ことばのスイッチを切り替えろ！』研
究社. 
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［オンデマンド研究発表］ 

 

新型コロナウィルス感染拡大防止対策を促す資料のマルチモーダル分析 
 

メディア英語談話分析研究分科会 
冨成 絢子（北海道大学） 

高木 佐知子（大阪府立大学） 
宮崎 康支（関西学院大学大学院） 

 
 
本企画では、国の機関や自治体などが公表した新型コロナウィルス感染防止対策を示し、

対策を促すためのチラシやポスター、ピクトグラムなどの啓発資料のマルチモーダル分析
を試み、そこから読み取れる意図や社会・文化的背景などについて議論していく。分析理論
及び方法としては、批判的ディスコース分析（critical discourse analysis）に基づいてマ
ルチモーダル分析を行う方法を提示した Kress and van Leeuwen (2006)を中心に社会記
号論(social semiotics)を援用する。彼らは絵や写真、デザインも言葉と同じくイデオロギ
ー性をもち、こうしたものを批判的に分析するための方法や理論が必要であるとした。 
本研究で分析対象とするのは、国外の資料として世界保健機関（WHO）の他、アメリカ

の疾病対策センター（CDC）、イギリスの「公衆衛生サービス」といった英語圏の国の機関
がインターネット上に公開している資料、国内のものは厚生労働省と北海道、東京都、大阪
府、香川県などの自治体がインターネット上で公開している啓発資料である。こうした資料
は個人向けのものと飲食店などの事業者向けのものがあり、必要であればダウンロードし
て使用できるようになっている。いずれも言語と非言語的なイメージが組み合わされてお
り、正しい感染防止対策を広める目的で作られている。 

Kress and van Leeuwen (2006)では、絵や図などの視覚的なイメージを構成する要素
に注目し、その関係性や構成、表現方法などについての「規則」を見出している。何が写実
的に描かれ、クローズアップされるか、どのような順で並び、形や色が使われているかなど
を細かく見ていくことで、そのイメージが伝えるメッセージがどのように変わっていくか
を論じている。本企画で分析対象とする資料は、目的に共通性があり、一見同じようなメッ
セージを伝え、似たものが多いように見えるが、詳細に分析し比較していくと、その国や地
域の文化や社会状況が反映されており、感染防止対策以外の意図や考え方も浮かび上がる。 
数多くの資料の中でも特にマスクの着用やソーシャルディスタンスを奨励する、人物が

表象されたデザインのものに着目し、人の表象のされ方、マスクや顔の描き方などから見え
る社会文化的背景、ジェンダーや人種に関するメッセージや認識などについて議論する。ま
た、非言語的なイメージと言語を多面的に分析することで広がる批判的ディスコース分析
の可能性や課題についても検討していきたい。 
 

参考文献  

Kress, G. and van Leeuwen, T. (2006). Reading Images: The Grammar of Visual 
Design. 2nd edition. London. Routledge.  

 


